CORONA 


コ□ナ石油ストーブ（強制通気お開放式石油ストーブ) 

取扱説明書 


正しく使って上まに節約 


GH- 己 190 F ， GH-B 110 F 



このたびは、コ□ナ石ミ由ス I ブ （ GH 形）を 
お買いあげいただき、まことにありびとラござ 
いました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みじなった後もお使いになる方びい 
つでも見られる所に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 

燃料は必ず良質の灯ミ由け i 口; 由)を 
使用しでください。 , 

A 警告 

© I 

換気が要 

1時間に1-吕回」 

[寝るとぎミ肖义） 

[^フレー生厳禁 I 

注意 

変巧した持ち越しの油 
用厳禁 



□ 特に注意しでいただぎたいこと、 
安全のために必ずお守りください 

ぺージ 

1 〜 3 
〇 

ホん)/出の辟果1«— ^1/' C ' 
n が FR すろ尸 

〇 

口は; TO 9。巧げ T 

巧なの巧 jfn . 

〇 

Q 〜 A 

Cl 口。 1) ンソ〇か J 、 

A がき目阿 

〇 M * 

■メ t 献の 

龜巧；化网 

〇 

〇 

■f 巧山の 

〇 

A 

♦お作□り衣ル□じ 

F 1 伸円前爪ち样倫_ 


111 1史 ra 刖 C/J 罕欄 

〇〜〇 

c ： 

•1 ま用刖の巧脯1 

皇 J 由口娜化、 ■ 

ご 

cz 

•1 ま巧燃料 

>作：ホ，， . 

ご 

_ — ■ p . 

•乐□ぶ 

〇 

♦ゎ1人刖のを偏 cLlI^Drta 

n /ホの " H - ホ 

〇 

フ八- Q 


f 〜づ 

フ 

■扁人 

( 

つ 

•至/皿の朋郎 

A 乂 /7 Vl ■仁台5 

( 

〇 

•巧のがお 

•い 

〇 

〇 

•/白人 

〇 

A 〜 Q 

♦タイゾの 1 ま巧巧/を 

fa かぐ、1卡で 

〇〜ジ 

r \ 

Li な壬お置 

n 口け讯 ■•t 作 T * "A 4^ - 

y 

- 9 〜 10 
11 

U □巧の快 •去 八れ 

f!l なけ D と 

111 お期な恢 

W 7 t lirR な巧*4^»の円ノ|\,斗た J-hn 巧"》*-汁 

II 

11 

MsM 改悟冥吊の巧ガ1 了巧 C 58 i : 置巧/由 

PHI な R 口わ:' b 5 a / T ^ 1 +1\十- 

II 

1〇 

li!J 口 Puu 父熙 C/J レ ロ/し 

1 と 

1〇 

1太-^^ t 長期同帖用し*よし lis □ J 

の イ+ ♦羊 

1 C . 

12-13 

1 A 

の江棟 

nji - r>— 1 >-1 J«x じつ 

lEJ 尸ソターヴーじス 

^ S / T \ HD 4 t + Dinnc 、 

I 4 

1 A 



^なぶ含な30^ 


A 危険 

(§) 

KEROSENE ONLY 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：な油 
















































































































































田特にま意していただまたいこと度をのためにおずお守りくださし、) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。内容 
をよく理聞しでから本文をお読みください。 

絵表示の例 

么記号は'ま意を促す内容びあることを告げるちのです。 
図のかに具体的な注意内容 （ ち図の場合は一般のなま 
意）び描かれでいます。 


A ち険 
A 警告 


この表示を無視しで、誤ったおり扳いを 
すると、人び死こ、重傷を負ラ危険また 
は火災の危膜が差し迫ってちじることが 
想定される内客を示しでいます。 


この表示を無視しで、誤った巧り破いを 
すると、人び死亡、重傷を負ラ可能性ま 
たは乂がの可能性び想定される巧客を示 
しでいます。 


A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扱いを 
ずると、人が傷害を負ラ巧能'性や牧)的損 
害の発ちび想定されるの客を示しでいま 
ず。 


A 

(§) 

〇 


〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 
図の中や巧傍に具体的な禁止巧客 （ 在図の場さはガソ 
リン禁止）び巧かれでいます。 

〇記号は行為を指示するの客を告げるちのです。 

図のかに具体的な指示内容 （ ち図の場合は一般的な行 
為の指示）び巧かれでいます。 


么危検 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

刀ソ I 」ンなど揮発性の高い';由は、絶巧に使用しないでください。 
乂災の原因になります。 


(§) 



スプレー宙厳禁 

殺虫剤などのスプレー生や力它ツト 
こんろ用ボンベなどを温風のあたる 
ところに放置しないでください。 

熱で生の圧力び上びり、爆発しち険 
です。特に、ボンベび它ツトされた 
力它ツトこんろなどち睽ですので、 

温風のあたるところには置かないでください。 

寝るとさ消义 

寝るときや列化するときは、必す消 
乂しでください。 

不完を燃焼や異常燃焼-义災のおそ 
れびあります。 

お部屋を離れるときや、人目の届か 
ないところでは、必す消义しでください 

給油時消义 

給ミ由は、必す消义しでからおこなつ 
でください。义災の原因になります。 
こぼれたなミ由は、よくふきとつでく 
ださい。 

給ミ由□ふたは確実に締めでください。 


么警告 (WARNING) 

〇 




換気必要 

換気せすに使庙しつブけないでくだ 
さい。酸素び不足すると、不完を燃 
焼し、一酸化质素などび発ちしでか 
毒になるおそれびあります。 

使苗中は必す1時間に1〜2回 （ 1 
〜2分）換気しで、新鮮な空気を巧 
おしでください。 

窓の凍結、地下室など換気び十分に 
おこなえない場所では、使巧しないでください 



温風の出□をふさびない 

巧類、紙などで温風吹化□や空気取 
入□をふさびないでください。 , 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃烧 t 

や义災の原因になります。 '■ 

闽 

1〇 

可燃性ガス使用厳禁 - 

ス1''ーブを使巧しでいる部屋で、巧 
燃性ガスび発ちするちの（ベンジン、 
シンナー、ガソリン）、スプレーを卜 
使巧しないでください。 、 

乂災や故障の原因になります。 

譲 

祭 

袖 


居室内給油禁止 

給ミ由は、必す义の気のないところでおこなつで 
ください。义災のおそれびあります。 

異常時使用禁止 

におい、すすの発ち、炎の色など異 
萬を感じたとぎは使巧しないでくだ 
さい。異常燃焼のおそれびあります。 


么ま意 (CAUTION) 

Q 



せまい場所での使用禁止 せまし、! 

あまりせまい部屋 （ S 置し:■(下）で使 
巧しないでください。 

異萬燃焼や故障の原因になります。 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いで 
ください。义災や予想しない事故の原因になります' 


























































么を意 (CAUTION) 


燃焼中移動禁止 

乂のついたまま持ち運ばないでくだ 
さい。やけどのおそれびあります。 
また、転倒すると义ぶになるおそれ 
びあります。 



カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすい物のそば、ほ 
こりのをい場所などでは使庙しない 
で < ださい。 

义おび発ちするおそれびあります 



ほこりの除去 

燃焼空急取入□のエアーフィルタと 
エアーフィルタの側のスポンジは、 

週1回!^上必す掃除しでください。 

ごみ、ほこりなどでエアーフィルタ 
とエアーフィルタ巧側のスポンジび 
つまると、異萬燃焼のおそれびあります。 



0 


電源の接続 

* 電源は適正配線された単相10 0 V のコンじント 
U (列は使巧しないでください。 

発熱-発义の原因になります。 

* 電源コードは、遠中で接続したり延長コードの使用 
化の電贡器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱-発义の原因になります。 


指や異物を入れない 

温風吹お□、空気取入□やス I -ーフ'のの部には、 
指や紙•巧-プラスチックなどの異物を入れな 
いでください。けびや义がのおそれびあります。 
温風空気取入□の中に、指や棒などを差しこま 
ないでください。けびをするおそれが'あります。 


0 


高温部接触禁止 

燃焼をや消义直後は、温風吹化 □ 巧あび高温と 
なりますので、まなどふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 



* 小さいお子様のいるご家庭では、特に注意しでください。 


分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理や改造はち険です。 

お買いホめの販売店に修理を巧頼しでください。 



保管時にしていただくこと 

長期間使用しないとさまたは保管するときは、 

必すな;由を巧いでください。 

傾けたり、横倒しの状態ではな管しないでください。 
义災のおそれびあります。 


〇 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコン亡ントに根元までお実に差し 
こんでください。また、傷んだプラヴやゆるん 
だコン它ントは使用しないでください。乂災の 
原因になります。めれたまでの巧き差しはしな 
でください。感電の原因になります。 



正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることをおかめで 
ください。 （8 ページ参照） 

•燃焼に必要な空易の濃度び薄くなる高 
地(標高 500 m 〜 1500 m ) では、高地補 
正び必要です。 

お買いホめの販売店じご相談ください。 



傾さ•振動注意 

水平な場所で使届しで < ださい。 
振動の激しいところでは、使庙しな 
いで < ださし、。 

異常燃烧や誤作動の原因になります。 



電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこりおよびを 
属物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり、 
义おの原因になります。 



腰をかけたり物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ス I -ーフ'が'変 
おすることびあります。また、かび内部に入ると、 
感電、义お、故障の原因になります。 


0 


Q 


次の場所では使用しない 

义災や予想しない事故の原因じなります。 

* 水平でない場巧、不を定な場巧 
* 風のあたる場巧、部屋の化入□や屋列' 

* マントルピースなどス I ブび囲われる場所 
* ほこりや湿気のをい場所 
* 不安定な物をのせた棚などの下 
* 巧燃1生刀スの発生する場所またはたまる場所 
* 直射曰光のあたる場巧、温度の高い場巧 
* 温室、飼胃室など人のいない場所 
*標富び1 500 m を超えるよラな富地 
* 理’美客室、クリーニンヴ店などスプレーや化尊薬品を使ラ場所 


可燃物との距離を離す 

燃えやすい物や障害物とは、 
必す図に示す距離をとつで 
設置しでください。 

特に力ーテンなどびス I 
ブにふれないよラにしでく 
ださし、。 

义災の凳ちするおそれびあ 
ります。 



1.己 m な上 

* 壁やテーブルなどにおブけすぎますと、燃焼音がしたり本体 
巧部び過熱しで安を装置び1 乍動することびあります。 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を如えたり、 
物をのせたりしないでください。 

また、電源プラヴを巧くときは、コ 
-ドを持って弓悟巧力、ないでください。 
义おや感電の原因になります。 



使用場所のま意 

•防鐘処理の施しでいない機械や 
材料が'置いである場所やメツキ’ 
莖装、電子部品、化学、繊維関係 
工場でのご使田はさけでください。 
鐘や変色を促進することびあり 
ます。 



■落接作業や研磨作業など义巧の飛散する場 
巧では使用しないでください。 

ス I -ーフ'の樹脂部品などに兩义し、故障や 
义災の原因になります。 

* 化等薬品(フ□ンガスや塩素系落剤)を使ラ 
場所での使苗はさけでください。フ□ンガ 
スなどび炎にふれると有畫ガスを発生します。 












































么を意 (CAUTION) 


温風に直接あた5ない / C 、' 

温風に直接長時間あたらないでください。 (\) 

ほ温やけどや脱水をがになるおそれびあります。 

お寺様、おホ寄り、病気の方、巧ふの弱い方 
などわ^'お使いになる場合は、ス1 -ーフ'の取り扱い、部屋の 
換気、やけど、ほ温やけどや脱水症状などについで同囲の 
人び十分ミ主意しでください。 

曰常のお手入れ時の注意 

曰常の点検-ま入れは必すおこなっ一一 
でください。点検-手入れは消‘义を 
ストーブび十分;ちえでから、必す電 
源プラヴをコン它ントから抜いでお 
こなっでください。 

やけどや感電のおそれびあります。 （9 〜1日ペー文 

参照） 

廃棄するとさ 

ス1-ーブを廃棄処分するときは、必す;由タンク 
巧のな;由を給なポンプなどで巧き取ってください。 
なミ由び入ったまま属棄するとリサイクルの際に 
、思わめ事故になるおそれびあります。 

〇 


好! 

シリコーン配合製品 


〇 


シリコーン配合製品を使用しない 

ス I -ーブをご使届のお部屋では、枝 
毛巧コート液.化お品-つや化し剖 
などシリコーン配合の商品を使用し 
ないでください。 し 

燃焼部にシリコーン酸化物び巧着し、 

点乂'スや途中消义などの原因となります 
シリコーン配合の商品には、 

•へアクア製品（ヘアートリートメント、ムース、枝毛用コ 
ートあ）•家具や床のつや出し剖•化尊ぞラさん■ガラ 
スクリーナー•制汗剤•巧類の柔軟剤などびあります。 




運搬ずるとさ 

ス I -ーブを運搬する場合は、'油タンク内の灯ミ由 
を巧いでください。運搬の途中で灯;'由びこぼれ 
で周囲を;'ちすおそれが'あります。 

変質な油の禁止 

変質な'油(持ち越した灯ななど)、不純な巧(なミ由 
外のミ由•水’ごみび混入したなミ由など)を使巧し 
ないでください。異常燃焼のおそれびあります。 


〇 

〇 


お願い (NOTICE) 


丹油の廃黄 

灯ミ由の属棄処分は、な;由をお買い巧めになった販売店に 
ご相談ください。 


旦使用ずる場所 

効果的に使用するために 


♦部屋の中央に置くと暖められた空気び巧流循環し、室巧の温度 
むらびかなくなり、効果的な暖房びできます。 


参扇風機やサーキユレーターなどで室内の空気 
を巧流させると、より効果的な暖房びできます。 


* 温風は4ちに吹き出しますので周囲に障害物びなレよラにしでください。 _ _ 

障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、燃焼音びし •ストーフに直接、風びあたらないよラにを意しで 

たり本体内部び過熱しでまを装置びた動することびあります。 < だ5い。 


0る部のち赖 

が觀図 


※イラストは61~1-己1 90 F で説明しでいます。 


構造図 





















































































































操作部-表示部 


• (((•») 表示のある頃目は、点な初期にアラームび3回鳴ります。 

• (((((•»))) 表示のある頂目は、点な初期にアラームび已回鳴ります。 


室内温度ランプ 



点な… デジタル表示部に現巧の室温を表示 


設定湿度/义カランプ 



点巧… デジタル表示部に設定温度•設定乂力を表示 
設定温度-設定乂力の変更可能 


タイ7 — 設定時間ランプ 



点灯… デジタル表示部にタイマー設定時間を表示 


タイマー運転ランプ(緑） 

点な 

タイマー運転中.タイマー点义後1時間違転中 

点巧 (((•))) 

1時間運輯終3じよ0白動消乂 


ルームサー モ運乾ランス 緑） 

点な 

ルームサーモ運輯中 


換気サインランプ (ホ） 

点灯 (((•))) 

お部屋の空気の異常により有動消乂 

点滅 

運輯1時間ごとに2分間点滅し、換気のタイ S 
ングをお知らせ 


デジタル表示部 

表示の巧 

〇き内温度 r 1 

設定〇温度/乂 n P */ / 305^ 
〇タィ 7- しし UJ 〇 

■設定温度表示 
ルームサーモ運転「入」 
(12"C 〜30でを表示） 

(例)設定温度20で 

キーを巧すと 
表示がな)りか 
ねります。 

〇室内温度 
設定〇温度/乂方 
〇タイマ- 

H 弓 

30分 
〇 

■設定乂力表示 
(H 1 〜 H 弓を表示） 

(例)設定乂で H 弓 


口 

〇室の湿度 
設定〇温度/乂万 
〇タイ7- 

5 

30分 
〇 

■タイ 7— 設定時間表示 
(残り時間） 

( 0お〜24時間 \ 

130分単位で表示 J 
(例）曰時間30が澄に運輕 
開始 

( 

) 

〇室内温度 
設定〇温度/火万 
〇タイ7- 

/ 

8 

30分 
〇 

■室の温度表 W 
ので〜 35でを表示） 

(例)現なの室温18で 
/室温び〇で总下のと、 
きでち、日でを表示 
\ します。 / 

< 


〇室内温度 
設定〇温度/乂万 
〇タイマ- 

型 

3ミ分 

■タイマー運輯による T 時間自動消义 
(OF を表示） 

〇室の温度 
設定〇温度/义方 
〇タイ7- 

E 弓 

30分 
〇 

■ £ 弓表示 

巧震自動消乂装置の作動 
再度、点乂操作をしでください。 

■その他の £ 表示：遗中失乂-着乂 
不良’電気回路’部品の故障 
/ 数字をメモしでお買い求めの販、 

\ 売店にごす目談ください。 1 


給'ぶランプ (緑） 

点励 (((《* 颂 

ミおタンク內のな;由び残り少ないことをお知らせ 

点巧 (((•))) 

巧タンク巧の灼■巧びなくなり自動消乂 J 


運拓ランブ (ホ） 

点滅 

ず熱中（予熱完3漫白動点乂） 

点な 

燃焼中 



表示切換キー 


表示切換キーを1回巧すごとに、デジタル表示部びのり曾わります。 



































































































































































燃料は必す打油 ( J 旧 1 号な巧)を使用してください。 

♦ r 么を険 ガソリンなどの揮発性の高いミ由は絶巧に使田しないでください。义おの原因になります。 
• FAam 変質打油、不純打ミ由などは絶対に使巧しないでください。 

♦添加剤や助燃剤などは使用しないでください。 

♦灯巧は必す义気.雨水.ごみ.高温および直射曰光をさけた場所にな冒しでください。 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(义の気のない巧でおこなつでください。） 



めれたまま 



ガソリンは 
すぐ乾く 


変質灯油•不純打油とは • 


巧シーズンよ 
り持ち越しの 
巧ミ由 


長期間曰巧に 
あたる巧や温 
度の高い巧に 
保管したな油 



容器のふたび 
開けであった0、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 
たな油 


「長期間〕 




0 


が*ごみやな 
油ながの油が 
ほんのねすか 
でち混入した 
巧;'由 




■変質な油や不純な油を使巧すると、機器の故障の原因になります。 

•灯;由の程度にもよりますび、燃烧不良をおこしたり、ストーブの損僅を早め、故障の原因になります。 

♦水やごみが送ミ由経路に流れ込み、燃焼不良や着乂不良の原因になります。 

■万一変質な油や不純な油を使巧したと妾は… 

•ミ由タンク巧の巧ミ由を振き、きれいな巧ミ由で2〜3回洗っでから使用しでください。（悪い巧ミ由び残っていると再葬します。） 

♦悪いな;由を振きおってち斑]栗のないときは、お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ごす目談窓□にご連絡ください。 

\_ ミ 

♦変質なミ由.不純巧;'あが原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でも保証の巧ま外となります。 

•変質巧';由の処理でお困りの場さは、なおをお買い求めの販売店にご相談ください。 


因使用前の準備 

開こんと部品のセット 




包装箱からストーブを取り出し、パッキンなを取り除いでくだ 
さし、。 


着 


置台 



上巧そ 




底化 


■a=ICfl=M5lgJ 


置おの刻巧「正面」とス I -ーブの正面を含わせ、ストーブの 
脚を置台の凸(こ入れでくださし、。 



使用燃料 


たがぱ 
し巧つ4.-。 
質色す£ 
変黄、！5 
に、りが 
賽また 
極饼っ臭 


ポい 
の使 
巧お 
油を 


ズ 

- 

シ 


ま 

き 


化が化む侣 
すンさ油ま 
必夕だなに 





























































































給油 


参。へ警告]給巧は必ず消'乂しでから义の気のないところでおこなつでください。 


給油の手順とを意 


給油□ふたを取りはずす 給;'由する 給油□みたを締める 


•給'油□ふたを〈左〉にまわし 
で印!りはすしでください。 




•市販の給油ポンプなどを使巧しで、油量計を見なが 
ら給油しで < ださい。 

•ミ由量計の計び「満」をさしたら給油をやめ、それ政 
上口;由を入れないでください。 


満タンになると 



，が 


•給油□ふたは、確実に締め 
でください。 


•こぼれた灯ミ由は、よくふき目又つ 
でください。 


ミ宙量計 


* ミ由量計の針び「満」巧おになりますと、満タンブザーの電 
子音〔ピピピピッ（約5秒間）〕でお知らせします。 

満タンブザーび鳴りはじめたらすぐ給';由をやめ、あふれさ 
せないよラミ主意しでください。 

•電源ブラヴがコン t ントに差しこまれでいないと、満タン 
ブザーは はたらきません。 


♦満タンブザーの電子音にたよらす、必すミ由 量 計を見ながら給油し、あふれさせないよラ‘;主意しでください。 
•給油のときは、保管容器内の水やごみが油タンクに入らないよラ注意しでください。 

ストーブの損傷や故障の原因じなります。 


巧油び少なくなると 


給ミ由予ち 


♦ご使田中、ミ由タンク内の口巧びかなくなると、 
給ミ由ランプの点滅とアラームで給巧の予告を 
しますので、早めに給ミ由しでください。 

給'油しないで使田し続けますと、ミ由切れとな 
り自動消义し、アラームと給;由ランプの点な 
でお知らせします。 


*1 苗か 


(((«•»))) 


<点滅〉 


アラーム 


(ビー 


GH - B 190 F タイブ 
約15分〜40分燃焼継続 


GH - B 110 F タイブ 
約30分〜60分燃焼継続 



•灯ミちびなくなって消‘乂した場合は、必す給ミちしてから点乂操巧をおこなつでください。 



おミちをしないと再運起できません。 


ミ由のれミ肖义 

* 微か 


〈点灯〉 


(((•))) 弦-よ 


点义前の準備と確認 


が平な場巧に設置 油漏れのお認 電源の接続 


•水平で安定のよい床の上に 
設置しでください。 



rA ミ主意 I 傾き•振動注意 

•が平に設置されでいれば、対震 
白動消火装置は白動のにじット 
されます。 

* 傾斜した場所や、振動の激しい 
場所で使用すると、臟焼不良の 
原因になります。また、巧震自 
動消义装置び正しく作動しません。 


•置台-油タンクに、ミ由漏 
れ-油のたまりや油のに 
じみがないか確認しでく 
ださい。 



♦ミち漏れのと妾は、使巧を中止 
し、お買い求めの販売店にご 
ホ目談ください。 


•電源プラヴをコンじントに刃の根元まで確実に差しこん 



。公ま意 I 電源ブラク•コ-ドの発熱•発乂を防ぐために… 

♦電源は、必す適正配線された単相1日 0 V のコンじントを使用しで 
ください。 

♦電源コードは、遗中で接続したり延長コードの使用-他の電気器 
具とのタコ足配線をしないでください。 

•電源プラグの振き差しは、必すブラヴを持っておこなっでくださし、。 
•ほこりなどのな着びないか、ときどき点横-掃陈をしでくださし、。 






















































































































国使用方法 

点乂 


運振/停止キーを巧す 



自動点义 I 

〇 〈点な〉 


倉掠 1 


参予熱び完3すると自動点义し、運転ランプは点灯に変わります。 
•着乂したら、燃焼が態を確認しでください。 


♦着义時、放電音と同時に着乂音を発しますび、異常ではありません。 

♦点乂操作から放電（着义）まで、室温[こより多少変化しますび、90秒〜120秒の予熱時間がかかりまず。 

なお、室温び低いときや電源電圧の変動(こより、さらに予熱時間びそれ凶上延びることびあります。 
♦点义時や消乂時には、かし白煙や臭いがでますが質萬ではありません。 

(暮いときの点乂操作時には、通常よりをめの白煙びでまず。） 

♦着乂接2〜3分は/ホ乂がでますび異常ではありません。 

•ほこりの多いところ•超音版加湿器を使巧しでいるところでは、炎の色びピンク色になりますび、異常 
ではありません。 

•最大乂力から最ル乂力に蜜ねるのにしばらく時間びかかりまず。 


■巧めでのご使巧-シーズン初めのの使巧時には 

•送ミ由経路の空気だまり（エアー□ック）[こより、着乂時に白煙びでたり、炎び黃炎になったり I 」フト 
したり立ち消えすることびあります。この場合、点乂操作を2〜3回くりかえしでくださし、。 

•炎の色や点义プラヴ•炎検知ブラヴのまわりがピンク色になることびあります。これは、耐熱重料 
やほこりなどび焼けるためで異常ではありません。 

•耐熱重料などび焼けで煙と臭いびでます。窓をあけで部屋の換気をしでください。 


室温の調節 


ルームサーモ運車5 


ルームサー モ運處 キーを 巧す 表示切換 キーを 巧す 温度/义力調節 キーを 巧す 


ル-ムヴ-モ運転 


〈点灯> 



•ルームサーモ 運転 キーを 巧すことで 
ランプび点灯し、設定された温度を 
保つよラに自動運乾します。 


•電源プラグをコン它ントに差しこんだ 
ときは、 ルー ムサ ー モ運輯のが態にな 
つでいまず。 



隹設定温度を変更したいときは、表示切操キーを押しで、設定を温度/乂カランプに含 
わせ、温度/乂力調節キーの I 一 I または1+1を巧しで需望の温度に含わせでください。 

•設定温度は12で〜30での節囲でたットできます。 

♦一度たットずると、電源プラグを振いたり、停電などがないかぎり、設定温度は記憶されます。 
•未じットの焉含、電源プラグをコンじントから撮いたときや停電棲再通電したときは、自動白勺 
に2日でに它ツトされでいまず。 


•暖房負荷びかなく、弱燃焼でち暖まりすぎる場合（気温が高いとき、曰あたりのよいお部屋、かさいお部屋、密問のよいお部屋）は、 
じット温度よりち室温力*上昇します。 

•ルームサーモ它ンサーはストーブ周迈の温度を感知しでいますので、お部屋の温度計とは数値び一致しないことか’あります。 

•ス I ブに直接曰がやすきま風があたつでいたり、他の光熱器具の影響を受けでいる場合には、ルームサーモじンサーが正確に作動 
しません。 

•燃焼空気取入□のエアーフィルタや、エアーフィルタ内側のスポンジびごみやほこりで目ブまりすると、ルームサーモ它ンサーが正 
確に作動しません 。4 






























































































炎の状態 


•着义しましたら、燃焼状態をお認しでください。 •化荷時に燃焼げ態を調節しでありまず。 


/ 

U 正常燃焼 

X き义 燃焼 

\ 

X リフト 燃焼 

青おあるいは、青いおじ少し黄色いおび混 

黄色い炎が連続しでを周にででいる。 

青し、おびバーナより離れ、今にち立ち 

じつでいる。 

純 


消えしそラである。 

幽 

V 

エアーフイルタの目ブまり 

ミ 由タンクにかが入った 


消义 


運転/停止キーを巧す •運転ランプが'消なし、同時に消乂します。 



♦消义後、本体の部が;ち却するまで送風を継続します。送風がとまるまで、電源ブラブをおかないでく 
ださい。 

♦消义標作穫は、乂び消えでいることを確かめでくださし、。 


■消乂後ずぐに再点乂するとき 

•消乂直禮に再点乂すると、着乂音び多少大きくなります。 
•むやみに点义、消乂をくりかえすと、臭いの原因になります。 


* ま意 I 長期間留守じするときは、必す電源ブラクをコンむントから巧いでください。 

♦緊急時材則に、ス I -ーブに強い衝擊をあたえたり、電源プラグを振いでの消乂はしないでください。 


タイマーの使用方法 


タイマー時間の合わせかた 


運括/停止キーを巧す 表示切換キーを巧ず 





•運捉/停止キーを押すと、運起ランプび点滅し運起動作(こ 
なります。（運転中はこの操作はいりません。） 

•表示切換キーを巧しで、設定をタイマーランプに含わせで 
ください。点乂までの時間が表示されます。 


•時間をたットしでいない場含は、1日時間に自動のに它ットされ 
でいます。 


\ 

タイ7—含せキーを巧し、タイ7—時間を含わせる 



(例） 

現を時剔が夜の10時で、翌 
朝の6時30分に点乂したい 
場含は、8時間30分後に含 
わせます。 


参タイマー含せキーを押しで点乂するまでの希望時間数に 
含わせでください。 


• E ] または1+1を押すと30分単位でタイマー設定時間が t 
ツトされ、3日分の場含はランプで表示されます。 


♦タイマー時間は最大24時間接までの30巧きざみでじットできます。 
«—度たットすると、電源ブラヴを振いたり、停電などびないかぎり、 
設定時間は記憶されます。 


タイマー運転のしかた 


タイ7— キーを 巧す 

タイ 7— 

CD く点打> 




•運転ランプび消なし、タイマー運転ランプび点なします。 

•含わせた時間数が経過すると、自動のに運転を開始し、運輯 
ランプが点灯します。 

•タイマー運転を解陈したいときは、運転/停止キーを巧しで 
くださし、。 

タイマー運輯ランプび消なします。 

•タイマーキーを巧したあとでもタイマー含せキーを巧せば点义したい希望の時間を変えることび 
で夏ます。 

•タイマーじツト後は、デジタル表示部に点义するまでの残り時間 (30 分単位)び表示されまず。 
•室内温度びおい場含は、タイ7—設定時間よりち日〜1日お早く自動のに運輯を開始します。 

•電源プラグをコン t ントからおいたときや停電樓再通電したときは、タイマー運転しません。 

通電後、再じットしでください。 


W 福 ♦外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマー亡ットは、しないでください。 
予想しない事がが発生するおそれがあります。 

•タイ7-運転は、特に罔囲に可燃物びないことを確認してください。 











































































































タイマー運転について 


点义を1時間で自動消义します。 

•まをにご使用いただくため、点义を1時間で自動消义し、アラームと G 户表示の点灯でお知らせします。（タイマーランプは点な) 



続けで運乾したいとぎは、再度点义操作をしで < ださい。 


参警告1長時間連続しで運転するとさは、お部屋の換気に十分気をつけでください。 

\_ J 


なまま装置 

このス I ブには次のよラな安全装置びついでいます。 

すべでの安全装置は、異常が取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


[ を全装置 

原 因 

処置方法 ] 

巧震 S 動消乂装置 

•強い地震や振動、衝撃を受けたとき 

巧 

•地震によってた動した場合は、周囲の可燃物、本体の 
撞傷、巧';由のあふれなど異常びないことを確認した接、 
点乂操作をしで < ださい。 

不完を燃焼防止装置 

•部屋の換気不足のとき 

•エアーフィルタの目づまりじよる燃焼巧空気不足のとき 

國 

•部屋の撰気をしでから点义操作をしでください。 

•エアーフィルタを掃陈しでから点乂操作をしでください。 
•1 時間に！〜2回程度必す換気しでくださし、。 

点义まを装置 
燃焼制御装置 

•点乂 S スをしにと黃 
•異常燃焼をしたと含 

图.固-け 

•曰常の点検■手入れ （9 〜10ページ参照）をしでから 
点乂操作をしでください。 

•なおち異萬がある揚含は、お買い求めの販売店にごす目 
談ください。 

停電まを装置 

•厚電したとき 

•電源プラヴび抜けたとき 

•通電後、点义操作をしで< ださい。 

•電源ブラヴを確認しでくださし、。 

過熱防止装置 

\ 

•温風空気取入□や温風吹出□びふさがったとき 
•温風吹お□の前面に障害物などびあるとき 

•本体が冷えでから、温風空気取入□や温風の出□の点検- 
清掃、同国の確認をした穫、点乂操作をしでください。 
•処置禮ち作動する場ちは、お買い求めの販売店にごす目 
談ください。 ) 


M 日常の点巧 • 手入れ 


点巧•手入れは、ミ肖义をストーブび十分冷えでから、必ず電源プラグをコン它ントから巧いでおこな 
つでください。 

w 拾 •燃焼部の分稱、電気部品の分稱や巿販品との交換は絶巧しないでください。 

•が障-破損したちのは使用しないでください。 

使用ごと 


ス I ブとス I ブ周囲 


♦ 。么注意 I ストーブの园囲には、燃えやすいちのを置かないでください。 

♦置台にミ由のたまりびないか、ミ由タンクはミち漏れやミちのにじみびないか、ときどき点検しでください。 

また給巧の際にこぼれたな油は、必ずふき取つでください。 

•ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油びしみたりしで危おです。ストーブはいつも清潔にしでお使いください。 

•ミち漏れのある場合は、お買いなめの販売店に修理を巧頼しでください。 

\_ J 


給ミ由□フィルタはときどき点検し、巧れでいたら油タンクから取り出し、 
中のごみやほこりを除ちしでから、きれいなな;'由で洗ってください。 


給ミ由□フィルタ 



ごムま装 


V 


•が洗いは絶対にしないでください。 


きれいな巧;'由 


ノ 





























































































化巧知計を点検する 

参ミ由タンクに水びたまると、水検巧計 
に黄色い表示びでで化のたまりをお 
知らせします。 



化なまをする 

♦黄色の表示び出始めたら、給ミ由□ふたと給な □ フ 
ィルタを取りはすし、給なポンプなどで;由タンク 
の底にたまつたかやごみを抜き取つでください。 

給ミ由□ふた 


■おミ由時に点巧しでください。 



•こぼれたな;由はよくふき取 
つで くださし、。 


ミ由タンクのか巧きをしないで使用しでいると、気化筒にかびのい込まれ、消乂しで《検知装置びはたらき、ストーブは自動のに停止し 
ます。このよラなときは、;夕のよラにしでください。 


巧タンクにたまった化を上記のま順にしたびつ 
て巧ぎ取る 


〈点义> の頂にしたびって点义操作をする 

(7 ページ参照） 


■水抜きをの点义は、送;由経路巧に入り込んだ水のため、1回では着义しません。 2- 
が、しばらくすると正萬にちどります。 


•3 回点义操たをくりかえしでください。強い臭気びでます 


週に1回切上 


参 I 么ま意 I 燃焼空; 

焼のおそれびあり; 
参ケースち側面部に之 


I 燃巧空気取入□のエアーフィルタや、 

焼のおそれびあります。 

>ケースち側面部にあるエアーフィルタを手前に 
引き巧いで、掃除機またはブラシなどで、きれ 
し、 にごみやほこりを取り除いでくださレ。 

水洗いち可能です。よく水をふさ取ってくださ 
し、。内側のスポンジち取り出しで、ほこりを這 
としでください。 

■週1回な上、点検しで掃除しでくださし、。 

■縫製工場や巧續ェ揚などでの使宙は、毎曰点検'掃除をしでください。 


エアーフイルタ内測のスポンジびごみやほこりで目ブまりすると、異常燃 



燃焼空気取入 □ 


月に1回政上 


対震自動消乂装置 


燃焼中に本体をゆすり、巧震自動消乂装置が作動しで消乂するか確認してください。 

作動するとデジタル表示部に〇を表示します。 

•逼常の使用時に、巧震白動消乂装置を作動させで消乂することはしないでください。 
♦巧震自動消乂装置は絶対に分解しないでください。 


対流用送風機羽根 


温風空気取入□の対流巧送風機の羽根に綿ごみ 
り、週熱防止装置が作動して消乂します。 



麵 


ほこりなどびつきますと温風量び減少し、対流届ち風機の固辺び異甫に高温にな 
温風空気お入 □ 

♦上面板の4本のねじをはすし、上面板を持ち上げで 
巧流田送風機の差しこみプラヴをはすし、上面板を 
はすしでください。 

巧流巧送風機の羽根や、上面板の護にたまったほこ 
りをきれいに掃除しでください。 

風向板のすきまにたまったほこりもきれいに取り除 
いでください。 



る 

め 

締 

を 

た 

ふ 

□ 

油 

給 


モムて 
を川め 
タソ締 
ルかを 
ィこた八 
フりふさ 
□お□だ 
などな< 
おと給で 
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回定期点巧 


長巧間ご使巧になりますと、機器の点検び必要です。 

2年に1回程度、シーズン終了をなどにお買い巧めの販売店または、修 S 資格者〔(財）曰本石'庙燃焼機器保守協含 
(TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含修了者（扫ミ由機器技術管理±)など]のいる店などに点検の頼 
されることをおすすめします。 


愛情点検 

1 長年ご使用の石油ス1ブの点検をぜひ！ 


ご使用中止 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

•ミ由ちれびする。 

♦強い臭いびする。 

♦運転かに翼萬な音び'する。 

•その他の異萬や故障がある。 

► 

故障や事故防止のため、コン t ン 
卜 から電源プラブを外しで、必す 
販売店にご連絡ください。 

点横-修理についでのご費用など 
詳しいことは販売店(こごホ目談くだ 
さい。 


回故障-異常の見分け方と処置方法 

♦巧の表にもとブいで、おおかめください。 

♦処置ちミちにより処置しでち良くならないときは、お買いホめの販売店にご相談ください。 


原 因 

現 象 

点 

乂 

し 

な 

い 

白 

煙 

び 

で 

で 

ず 

ぐ 

と 

ま 

る 

使 

巧 

中 

室 

内 

び 

臭 

ラ 

使 

巧 

中 

消 

乂 

す 

る 

ホ 

乂 

で 

燃 

を 

る 

N 

処置方法 

電源ブラク‘びコン它ントに差しこまれでいない 

♦ 





コンたントに糖実に差しこむ 

停電中である 

参 





通電されるまで待つ 

巧震 g 動消义装置か’巧動した 〇] 




参 


再点乂援作をする/安定した場所で使巧する 

油タンクに灯油びない（給ミをランプ点灯） 

参 



♦ 


給油する 

ミ由タンクにがび入つでいる 

♦ 

• 


参 


水を振いで点义操作を2〜3回くりかえす 

風のある場所で使巧しでいる 



• 



風のあたらない場所に移動する 

ほこりの多い揚巧で使巧しでいる 





♦ 

ほこりのかない場所に移動する 

過熱防止装置び 

温風吹お□びふさびれでいる 



参 

• 


障害物を取0除く 

た動した 

巧流巧送風機の羽根にほこりか’ついでいる 



参 

• 


掃除する 

点火プラグから火花び飛ばない（高圧ケーブルの漏電） 

参 

• 




販売店に連絡し、修理しでちらラ 

対流用送風機の故障 




♦ 


販売ちに連絡し、修理しでちらラ 

觸烧用送風機の故障 

♦ 



♦ 


販売店に連絡し、交撰しでちらラ 

エアーフィルタび目ブまりしでいる 





♦ 

エアーつィルタを掃陈する 

過電流防止装置び作動した 

• 



♦ 


販売店に連絡し、修理しでちらラ 

変質な;由（ちれた灯油や、ポ1」客器で1年間持ち越した巧;由など） 

参 

• 

• 



良質のな;由 ( JIS 1 号な;由)と入れ曾える（販売店に連絡する） 

1不完全燃晓防止装置び巧動した (£3 




• 


十分換気をし、エアーフィルタを掃除する J 


なのよラな現まは巧障ではありません。 

♦修理を巧頼される前にちラー度おおかめください。 


< 現 象 

説 明 ' 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

初がで使巧するとき、煙や臭いがでる。 

耐熱壁料やほこりび'焼けるためです。しばらく窓をあけで換気をしでください。 

初めで使巧するときや、シーズン初めの初使巧時に 

1 回で着义しなし、。 

送ミ由経路の空気だまりなどにより、* 1 回で着乂しないことびあります。 

2〜3回点乂操たをくりかえしでくださし、。 

すぐに点义しない。 

石ミ由ガス化方式のため予熱時間が約2〜3分必要でず。 

(予熱時間は室温によりを少聖化します。） 

点义時や消火時に白煙や臭いがでる。 

点乂時や消乂時の多少の白煙や臭いは異常ではありません。 

燃焼開始時や消乂後に「ピチ-ピチ」といラ音かする。 

器員本体が熱により膨張、収縮ずるためです。 

燃 

焼 

時 

V 

点火ブラヴ-炎横知器びホくなる。 

おじ熱せられホ熱するためです。 

おがオレンジ色に輝く。 

下記のよラな揚含、炎がオレンジ色に輝くことがありますが異萬ではありません。 

•海岸におい場所など空気中に塩分が多い場含 
•空気中にほこりや水分びをい場含 
•超音波加湿器を使巧しでいる場含 


















































画部品交換のしかた 

® ^不完をな修理、調整はちおですので、部品の交換、調整び'必要な場合には、お買い巧めの販売店または、修理資巧着〔(財）曰 
本5ミ由燃焼機器な守協含でおこなラ技術管理講習含修了害（石巧機器技術管理±)など〕のレる販売店にご相談くださレ。 

部品交換は コ ！□ ブ~租£1£百 B 占己 とご指定ください。 

•部品ご入巧の際には、コ□ナ製品取扱販売店で必ずコ□ナ純正部品とご指定ください。 

純正部品な列の部品をご使田になりますと、性能が十分に発揮されないばかりか、器具を損傷したり思わめ事巧の原因になります。 


消耗•劣化しやずい部品（交換び必要な部品) 


f ■特に消耗•劣化しやすい部品 

■長期間の使用により 

■変質なミ由 • 不純な';由の使用により 1 

(高温义炎中で使用される部品） 

消耗•劣化しやすい部品 

劣化しやすい部品 

•プラヴ t ット 
♦放熱器 

•カップ亡ット 

•給ミ由□フィルタ•プラヴ它ット ■気化筒 

•電磁ポンプ •ポンプフィルタ 


团脂(長期間使用しなぃ場合） 

おしまいになるときは、曰常の点検•ま入れの頂を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1. 電源プラグをコン它ントからないでください。 

2. エアーフィルタ•巧流巧送風機羽根のほこり、ちれを取り除いでください。 （10 ぺ-ジ参照） 

3. 巧タンクの灯油をすべで巧き取り、給油□フィルタをきれいなな巧で洗ってください。かにが分 
やごみび巧ったままになっでいますと、巧タンクび腐負する原因になります。 （9 〜10ぺ-ジ参照） 

4. ス I ブのごみやほこりを掃除機などで取り除いでください。 

5•塗装部分は、しめった巧で巧れを落としでから、からぶきしでください。 

6•ポ U 袋などをかぶせで、乾燥した場所にか平に保管しで<ださい。 

ま意]長期間使田しないときまたはな管するときは、必ずロミ由を巧いでください。 

傾けたり、お測しの状態では絶巧にな管しないでください。乂巧のおそれびあります。 

t •取あ説巧書ち大刷こ贈しでくださし、。 _ J 


国仕様 


("型すの呼び 

GH - B 190 F (星本型式 GH - B 170 F ) GH - B 110 F 

種 類 

気化式-強制巧流お 

点 乂ち式 

高圧放電点火 

使 巧 燃 料 

灯油 （ J 芭]号な油） 

燃料消費量 

最大 

1.82 L/h 

1 .04 L/h 

最ル 

約0.日 9 L/h 

約日.4日 L/h 

暖房出力 

最大 

18.73 kW 

10.70 kW 

最ル 

約6.07 kW 

約 4.63 kW 

ミ由タンク客量 

18 L 

燃焼継続時間 

約 9.8 時間 

約 17. 3時間 

標華適 室 

木造 79 m 2 (48 置)まで/コンクリ ー ト109が (66 畳)まで 

木造44.己 m 2 に7置)まで/コンクリート目2.日 m 2 (38 置)まで 

が お 寸 ま 

高さ 722 mni 幅 470 mm 奥行日22關（置台を含む） 

局さ日74關幅 470 mfn 奥わ 622 mfn (置台を含む） 

質 量 

20.己 kg 

20 kg 

電源電圧及び同故数 

単ホ目 lOOV 50/60 HZ 

定格消費電力 

点乂時最大 890/890 W 

燃焼時 54/48 W 1 燃焼時33/30机 

電流ヒューズ 

管おヒューズ 2 A 

温度ヒューズ 

16日 。 C 10 A 

安全装置 

巧震 S 動消乂装置点乂安全装置燃焼制御装置停電安全装置不完全燃焼防止装置過熱防止装置 

1巧 属 品 

置台 J 
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送油経路図 
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外形寸法図 
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迈アフターサービス 


保証について 


参このコ□ナ石ミ由ストーブには保証書びついでいます。 

「お買いあげ曰■販売店名 j などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切にな管しでください。 
♦保証期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 

参なのよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の対象になりませんのでま意しでください。 

• 変質な;'由や不純な巧など、また灯;由な外の燃料使届じよる故障や事故。 

• 誤った使届方法による故障や事故。 


f 度理を依頼されるとを 


♦本書の「故障•質萬の見分けちと処置ちる」 （11 ページ参照）の頂にしたびって調べでも良くならないときは、 
お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

参ご連絡いただきたい内容は巧の通りです。 

こ墨重の呼び1保証書をごらんください。 

•お買いあげ曰 

•故障状;兄（でぎるだけ具体的にご連絡ください。） 

• ご住所-ご氏各-お電話番号 

♦修理に際しでは、な証書をご提示ください。 

保証期間中であれば保証書の規定にしたびって巧料修理させでいただきます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いホめの販売店かおをくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
ださい。 


■保記期間び過ざているときは 

•お買い巧めの販売店にご相談ください。修理によって使用でさる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石なストーブのお修巧 I 性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有お間は製造打ち切り後6年です。 

■修理に出されるときは 

参輸を時や運搬時に；由タンク内に灯ミ由び残ったままですと、傾きや振動でなミ由びこぼれることびありますので、必す抜き取つ 
でください。 



お原筒の取付け ( GH - B 190 F ) 


排気筒(別売品)の取付け 


参せまい部屋、換気の悪い部屋でご使用じなる場合は、が気筒の取り付けをおすすめします。 

参が気筒を取りなけるときは、当な指定の「が気筒じット」（別売品） HG -10 F を必す使苗しでください。 
参取り付けなどの詳細はり非気筒忆ット J の取付説明書をよくお読みになつでください。 
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